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10 月 5日（月）18時30 分から 1時間半ほどかけて、板橋校舎 2-0107

で就業規則等をめぐる団交を行った。学園側は古川学務局長、石田総務部長、

城所人事課長が出席し、組合側は水谷委員長、池田書記長、小池書記次長、北

澤執行委員、兵頭執行委員、松村執行委員、山中執行委員、大杉が参加した。 

  

まず就業規則に関しては、古川学務局長からまだ広く意見を募る必要があ

り、拙速は避けたいこと、現在の案で施行すると言っているのではなく、あく

までも原案に過ぎないことが述べられた。したがって個々の条文の見直しも含

めて時間をかける必要があり、第 2案を出したうえでの再検討も考えていると

のことであった。 

他方、組合も現在の大学執行部が就業規則を悪用して教員を締め付けるとは

思えないが、原案では今後の執行部が悪用できる余地を残していること、それ

故、細かく各条文・項目の見直しを行う必要があると述べた。 

 

なお、施行にあたってのプロセスであるが、10月・11月の理事会ではまだ

決められる状態ではないこと、年末に設置が予定されている大学全体の教務委

員会の動きを見てから慎重に動く必要があるため、古川学務局長によれば、一

部の規則については 2016 年 4 月に施行するものの、まだ議論が固まらない規

則については遅れての施行もありうることが示された。組合側は専任教員就業

規則の慎重な制定を求めると同時に、非常勤講師の就業規則についても、当事

者である非常勤講師が知らないのは拙いうえ、一部の講師からは不安の声が上

がっていることを述べた。これに対しては非常勤講師の過半数代表者がいない

ため直接意見を聞くのは難しいが、いずれは当事者たちに原案の提示をしたい

とのことであった。 
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豊かな発想で楽しく魅力的な学園を！ 

 

桐１０９３号 （2015 年 10 月 9 日発行） 

 
 

 

「学費負担軽減と私大助成の大幅増額を求める 

国会請願署名 201５」集約報告 
「学費負担軽減と私大助成の大幅増額を求める国会請願署名 201５」の最終集約が行われ、

9 月 29 日に 156 筆の署名を東京私大教連に送付いたしました。 

これにより、第一次集約と合わせて１０９９筆の署名を集約いたしました。 

署名、カンパにご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。  （書記局） 
 
 

 

本紙は大学組合ｗｅｂサイト 

ｈｔｔｐ：//www.boreas.dti.ne.jp/daito-un/ にも 

掲載しています。 

本紙へのご投稿、ご意見、ご質問は 

daito-un@boreas.dti.ne.jp  に 

お寄せください。 

 

 

◆大学新執行委員＆新代議員大募集！◆ 
 ただいま、大学組合では 201５/201６年度新執行委員＆新代議員を募集しております。 

お一人でも多くの執行委員、代議員をお迎えして広く情報を集約し、多様な考え方・立場のもとに充

実した討論を重ねて学園・大学執行部へ核心をついた意見や要求を出すことのできる組合作りを目指

しています。組合活動の活性化にお力をお貸しください。 

ご連絡は執行委員、組合書記局 

（内線 4951・メールアドレス daito-un@boreas.dti.ne.jp） 

まで。お待ちしております。 

また委員長はベア要求の対する回答やアルバイト賃金の問題（最低賃金上昇に合わせた賃金アップのみ

であったこと）にも触れたが、林事務局長が火急の用事で不在にしていたこともあり、回答を得ることが

できなかった。  

 

さらに高校が要求している休日におけるクラブ活動手当と一高の設備改修に関する件は、事務局長不在

のため、正式な回答を得ることはできなかったが、石田総務部長の話によれば、事務局長が校長にクラブ

活動の実態調査結果を出すように求めており、そのデータに基づいて対応したいとのことであった。池田

書記長からは設備の老朽化は生徒募集に悪影響が出かねない状態であることが述べられ、同様に大杉は板

橋校舎 3 号館 5階の雨漏りのひどさは大学のイメージダウンになる旨を伝えた。設備問題について学園側

も十分認識しているようであった。 

なお、山中執行委員からは、意見交換会の際に理事長は団交に出席することを約束したにもかかわら

ず、何故欠席をしているのか、また事務局長が不在ととはいえ、高校側の要求に対して何故きちんと答え

られないのか、失望の声が上がり、あらためて団交における理事長の出席を強く要請した。 

 

 つまり今回の団交である程度確認できた点は、就業規則案は現行案を改訂した第 2案が出てくる可能性

が高いこと、一部の条項については来年 4 月に実施し、一部については延期する話があったということ

は、事実上来年 4 月の施行が難しいと思われることであった。そこで組合としては、従来の慣行を守るこ

とを要求した過半数代表者の意見もふまえながら、細かく現行案を再検討し、10月中に質問状を学園側

に提出して、11月初旬に再度の団交に臨みたいと考えている。         （文責：大杉由香） 

 

新しい力を 

組合執行部へ 

ぜひ！ 
 

 

 


